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開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時（
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
＝
月
曜
日
、
8
月
12
日

入
館
料
＝
一
般
5
0
0
円（
4
0
0
円
）、
小
中
高
生
1
0
0
円（
80
円
）　

※
括
弧
内
は
団
体
料
金
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近
年
、渋
沢
史
料
館
は
、画
家
・
御み

正し
ょ
う

伸し
ん（
一
九
一
四

│
一
九
八
一
）の
長
男
・
御
正
進
氏
よ
り
、
御
正
伸

が
描
い
た
挿
絵
原
画「
渋
沢
篤
太
夫
、
思
い
は
パ
リ
ー

に
…
」な
ど
渋
沢
栄
一
に
関
す
る
作
品
二
九
点
を
受
贈

し
ま
し
た
。

　
御
正
伸
の
制
作
活
動
は
、
漫
画
、
演
劇
の
舞
台
装
置

か
ら
油
彩
画
、水
墨
画
、随
筆
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
監
修

ま
で
幅
広
く
、
知
識
と
経
験
に
基
づ
く
豊
か
な
作
品
が

生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
美
術
評
論
家
の
林
紀
一
郎
は
、

そ
の
筆
さ
ば
き
の
見
事
さ
と
独
特
の
画
境
、美
学
か
ら
、

御
正
伸
を「
粋
な
絵
師
」と
評
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
新
聞
・
雑
誌
の
小
説
の
挿
絵
は
膨
大
な
数
で

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
を
真
に
迫
る
作
品
で
表
現
し

ま
し
た
。
渋
沢
栄
一
の
四
男
で
実
業
家
・
随
筆
家
の
渋

沢
秀
雄
が
一
九
五
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て『
実
業
之

日
本
』（
実
業
之
日
本
社
）に
連
載
し
た「
父
渋
沢
栄
一
」

の
挿
絵
も
御
正
の
作
品
で
す
。

　
当
館
が
受
贈
し
た
原
画
は
、
直
木
賞
作
家
で
経
済
学

者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
南
條
範
夫
の
小
説「
幕
府
パ
リ

で
戦
う
」の
挿
絵
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。
一
九
六
七
年
に
週
刊『
潮
流
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
恒
文

社
）で
連
載
さ
れ
た
と
き
の
挿
絵
で
す
。
小
説
の
舞
台

は
江
戸
時
代
の
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
時
代
小
説
か

ら
現
代
も
の
ま
で
幅
広
い
時
代
を
感
情
豊
か
に
描
く
、

御
正
の
本
領
が
発
揮
さ
れ
た
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
写
真
資
料
に
基
づ
く
作
品
、
文
章
に
沿
っ
た

作
品
、
そ
れ
ぞ
れ
が
臨
場
感
に
あ
ふ
れ
、
読
者
を
南
條

の
も
の
が
た
り
へ
と
い
ざ
な
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、
御
正
家
よ
り
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
原
画

を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。
御
正
伸
の
描
く
渋
沢
栄
一
の

も
の
が
た
り
を
、お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〒 114-0024 東京都北区西ケ原 2-16-1（飛鳥山公園内）
TEL：03-3910-0005 　
https://www.shibusawa.or.jp/museum/

掲載作品いずれも　
御正 伸 　南條範夫「幕府パリで戦う」挿絵原画　1967年　渋沢史料館蔵

【交通案内】
・JR京浜東北線　王子駅南口より徒歩５分
・東京メトロ南北線　西ケ原駅より徒歩７分
・東京さくらトラム（都電荒川線）　飛鳥山停留場より徒歩４分
・都バス　飛鳥山停留所より徒歩５分
・北区コミュニティバス　飛鳥山公園停留所より徒歩３分
※当館に駐車場はありません。公共の交通機関をご利用ください。
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